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いて高効率に水から水素を生成可能な光触媒の一つである Rh ドープ SrTiO3 
(SrTiO3:Rh)微粒子の合成を検討した。従来の固相法を用いて 1000°C で焼成すること
で作製した SrTiO3:Rh 粒子は粗大で不均一な粒子径 (約 300–500 nm)を有し、その光触
媒活性は十分とは言い難い。これに対し、第１章で開発した安定な水系チタニアゾル
に、他の金属塩 (Sr および Rh 塩 )およびアクリルエマルジョンを添加した溶液を乾燥
し、高温で焼成するという極めて簡便なプロセスで合成した SrTiO3:Rh 粒子は 1000°C





























焼成 (500°C)するという極めて簡便な手法で s-m 相の BiVO4 粒子を合成することに初
めて成功し、得られた BiVO4粒子の粒径は、従来の固相法を用いて作製した BiVO4
粒子の粒径 (1–10 µm)に比べて小さく、300 nm 以下であった。特に V5+に対する錯
形成剤として酒石酸を用いて合成した BiVO4粒子の粒径は 80 nm 程度と最も小さ
く、可視光照射下における水からの酸素生成反応において最も高い活性を示し、
その酸素生成速度は従来法で合成した試料のおよそ 5 倍となった。  
第５章では、第２章および第４章で開発した SrTiO3:Rh および BiVO4微粒子とを複
合化した光触媒パネルを作製し、固体間電子移動をともなう二段階励起型（Z スキー
ム型）による可視光水分解、すなわち水素と酸素の同時かつ定常的生成の実証を目指
した。本研究において新規水系プロセスで合成した SrTiO3:Rh および BiVO4微粒子は、





























溶液中において Bi および V カチオンをそれぞれ異なる配位子で安定化した後に混合
し、乾燥・焼成する新規な合成プロセスにより、約 80 nm の均一な粒径を有し、従来
法で合成した試料の５倍以上の可視光酸素生成活性を示す BiVO4 微粒子の合成に成









価値あるものと認める。また、平成 28 年 2 月 24 日、論文内容とそれに関連した事項
について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確
認し、合格と認めた。  
 
 
 
